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白井第三小学校区まちづくり協議会 第２回設立準備会 議事録（概要） 

書記：斎藤一夫 

大野 彰 

日  時：令和元年 11月 10日（日） １4：00～16：40  会 場：冨士センター 視聴覚室 

出席者：委員１８名（代理出席 土屋教頭（本間委員））  欠席者：粟飯原委員、髙橋委員、藤田委員 

     支援チーム ４名 市民活動支援課 ２名     傍聴者：無し 

 

〇前回のふりかえりと進捗報告について、資料１をもとに説明があり情報共有をしました。 

・グループワーク 「白井第三小学校区の宝さがし」 のふりかえり。 

・５つの団体発表が実施された。（残りは今回） 

・アンケート、広報、事務局会議等の進捗状況を説明し、情報共有をはかった。 

  

議題１ 団体活動の発表（発表・質疑） 資料２ 発表内容は、資料２団体活動とりまとめシートのとおり 

（１）冨士消防団 （粟飯原委員の代理の長谷川則夫消防団員）発表 

・栄区中心で発足し、消防の後方支援、警邏等が主な仕事。 

Q：昨年度の火災出動はどのくらい 

昨年は誤報を含め４～５回であったが、火災での出動は１回で最近減ってきている。 

Q：団員の募集に関する要望について、女性部があるところもあるが。 

各自治会から情報をもらうと、勧誘するが本人がよくても家族の理解が得られないなど難しい状況。 

印西市は女性部のような形で広報などを行っているが、部は人数少ないので本部に入って活動して

もらいたい。   

Q：活動の内容について 

    水出し警らは、訓練の一環として月 2回実施。他に春秋の火災予防運動など。 

協力金をいただいている関係で第三小学校区の中の南園、冨士、ロジュマン、栄区、冨士東、冨士西、

オージーコートの地域の見回りを実施。 

   《参考：消防団は担当区域が分かれているため、第三小学校区域でも別の部が担当している地区があ

ります。》  

（２）自治連合会第三小学校区支部 斎藤委員発表 

  ・第三小学校区 10の自治会が毎月 1回会議を実施。 

・自治会の必要性は明確ではないが、地域のかなめであり原則全員が自治会に入っている。地区住民

は高齢になっていくからこそ自治会が必要。 

  Q：自治会未入会者の扱いについて 

    自治会長より自治連合会に相談があれば対応する。自治会に入る理由を作ることが重要。 

 

（３）冨士センター運営協議会 富沢委員発表 

  ・地域の皆さんがセンターを守っていくため人材を集めた（自治会から推薦。地域から職員を集めた。） 

  ・防災の拠点にしたい。 

Q：災害時の避難場所について 

台風 19 号の襲来時には地域住民の 25 名が避難した。防災グッズは準備しており、今後も継ぎ足し

ていく。 

 

 



2 

 

Q：収入及び支出について 

主な収入は白井市からの委託費、貸館収益、講座参加費で約 3 千６百万であるが、6 割以上が人件

費。理事は無償。それで何とか運営している。 

Q：問題点について 

スタッフ、特に資格を持ったスタッフの不足。 

 

（４）白井第三小学校区防災連合 大野委員発表 

・現在、準備中のためまだ正式には設立されていない。 

・災害発生時における連絡網の統一、防災情報の集積と拠点を実のあるものとして運営できるよう中身を

作っていく。 

  ・本組織は「自分達の地域は、自分たちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成すべき組織

であり、災害による被害をおさえ、減災するための活動を行う組織と位置づける。 

Q：構成人数について 

１０の自治会よりメンバーをだしてもらう。その他各団体から集め、20人程度の参加を見込んでいる。 

  Q：（提案）卵のような状態。準備会を立ち上げては。 

   ・やる気のある方が知恵を絞って一緒に尽力したい。 

   ・自治連とも協力していきたい。 

 

（５）防犯指導員 橋本委員発表 

・白井市全域では 143名が防犯指導員として登録され、第三小学校区では 25名。そのうち南園は 6名。 

・よく玉切れするので街路灯の点検も大切。 

Q：指導員の連絡協議会について 

組織はできていない。組織ではなくても情報を共有できる仕組み作りなどでもよいのではないかと思う。 

  Q:（提案）重複していることもあるので、全員集めてまちづくりに協力を求めてはどうか。 

   検討する。 

 

（６）南敬高齢者クラブ小田桐委員発表 

   ・健康維持の為活動。PPKを目指す。 

Q：三小学区にある 4団体をまとめて連絡等を作る考えはないのか。 

会長ではないので、この件は南敬高齢者クラブの話。４団体の会長同士が話し合う機会はある。 

 

（７）白井ふじ保育園 福岡委員発表 

  ・以前は子どもを安全に預かるから幼児教育に時代が変わっている。 

  ・世代間交流ができる場所づくりが課題。 

  ・フードバンクの必要を考えている。 

  ・冨士地区に１つしかない幼児施設なので、住みやすさ等責任があると感じている。 

・災害について八街や富里とは異なり白井市の組織としての対応の早さが素晴らしい。 

 

（８）白井冨士商店会 鈴木委員発表 

  ・仲間意識が強く、協力的。 

  ・街路灯 40基の問題（維持）が重くのしかかっている。 
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  Q：冨士商店会の独自事業（アピール）の予定について 

    冨士商店会は各商店が集合しておらずとびとびでまとまりが薄い。 

  Q：シャッター商店への誘致について 

    自分達のことで精いっぱいである。 

 

（９）その他の小学校区内の団体活動の紹介（第三小） ※次回以降 

 

 

議題２  白井第三小学校区の団体活動にみる「共通点と特色」 （グループワーク） 

      第三小学校区内の様々な団体活動を全体的にみわたし、共通点や特色等を確認する。 

 

１班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーター：今井利恵 井川芳枝、大野 彰、小田桐繁俊、斎藤 勇、橋本 力 
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共通点 特色（心に残ったこと） 

●団体の特徴 

・各団体で明確な個別目標を持っている 

・同じ事業を取り組みたいと思っている団体がい

るが、まだ実現していない 

 

●その他 

・地域がまとまっている 

 

●人材の特徴 

・どの団体も高齢化による人材不足が発生している 

 

●地域の特徴 

・広場に恵まれている 

 

●その他 

・防災、防犯組織をつくりたいと思っている団体が

多い 

・保育園の幼児教育導入をしなければならないこ

と、その流れで小・中・高との交流ができるので

はないか 

・商店街の街路灯をなくさないように何とかしたい 

・商店街の活性化が必要だと思った（チャレンジ

ショップの誘致など） 

 

２班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーター：安岡紹子 島森利美、阿部峯一、舟野勝男、川越美加子 
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共通点 特色（心に残ったこと） 

●人材の課題 

・なり手（人手）が不足している 

・高齢化がすすんでいる 

 

●人の特徴 

・奉仕の精神が強いメンバーが多い 

 

●団体の特徴・課題 

・団体ごとの連携が取れていない 

・地区ごとの活動の場合につながりがない 

・団体の連携を図るための連合会が必要 

 

●活動内容 

・各団体の活動が活発である 

・団体ごとに協働で行う活動（イベント）もあるが、

複数の団体で似ている活動がある 

 

●課題 

・商店会が無くなると、地域は困る（イベントの際

など地域の商店の利用が必要だが、コストの問

題がある） 

・個人商店の敷居が高く感じる 

 

３班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーター：石田俊之 土屋栄徳、富沢賢司、鈴木順子、松田裕介 
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共通点 特色（心に残ったこと） 

●人材の課題 

・高齢化の悩みが見られる 

・人手不足や後継者がいない 

 

●人材の特徴 

・目的意識が高い 

・ボランティア精神が盛ん 

・実行力が豊富 

 

●その他 

・防災（防犯）に取り組んでいる 

・イベントの共有ができている 

・子育てのイベント等に力を入れている 

●団体の特徴 

・まとまりがある 

・イベントに力を入れている 

・協力的な団体 

・地域の安心、安全へ力を注いでいる 

・子どもを大事にしている 

 

●課題 

・情報共有がされてない 

・世代交代の難しさ（思いの継承） 

 

４班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーター：長谷川博篤 齋藤一夫、佐山零、福岡正勝、龍野紀子 
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共通点 特色（心に残ったこと） 

●人材の特徴・課題 

・なり手がいない（不足） 

・1年ごとにメンバー変わる 

・メンバーの高齢化 

・若い人を必要としている 

・同じ人が様々な団体で重複して活動している 

 

●団体の特徴・課題 

・団体の中は団結している 

 

●活動の特徴・課題 

・子育て支援活動を実施している 

・世代を超えたつながりが不足 

・地域のつながりの不足 

●団体の特徴 
・思いやりがある。困っている人がいると助ける 
・地域への思いが強い（愛着がある） 
・自分たちの活動を何とかしたいと思っている 
 
●地域環境の特徴 
・外で気軽に集まれる場所が少ない 

 

議題３ 小学校区の人口構成の現状と今後の推移予測 資料３ 

     ・第三小学校区の人口ピラミッドでは 65歳以上の人口割合は 23.3%。 

     ・今後の年少人口、生産年齢人口、老年人口の推移に注意。 

 

議題４ 今後の予定について 資料４ 

（１）みんなでまちづくりトーク（兼：第３回設立準備会） 

  会場設営等 ６名 斎藤（一）、川越、小田桐、福岡、龍野、松田 「敬称略」 

              主な役割…まち協支援チームと一緒に会場設営と受付   

集合時間・場所：午後１時 冨士センター大集会室 

 

（２）【広報】みんな deまちづくり  

＜第２号発行＞ 

12月 6日（金）第２号完成⇒12月 13日（金）自治会配布 実施 

①冨士センターに設置 ②SNSによる発信 ③市ホームページに掲載 

（３）第４回設立準備会の日程 

・１２月１４日（土）午後１時３０分～４時 冨士センター 視聴覚室 

  地域ニーズと地域課題の集約 

 

（４）第５回設立準備会の日程調整 

  ・1月１１日（土）午後４時～６時３０分 冨士センター 視聴覚室 

    ※会議室の予約を後日、正式に行い、予約が取れれば確定とする。 

 


